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日本工学アカデミーの発足にあたって

日本工学アカデミー会長

小林宏治

我が国は戦後，政府・産業界をはじめ各界の目覚

ましい活躍，特に産業技術の革新的な展開により，

画期的な経済発展を遂げ経済大国と呼ばれるまでに

なりましたが，昭和５０年代に入り我が国の将来の

発展と国際社会への貢献を推進するためには，科学

技術の基盤の確立と拡大強化，先見性・創造性豊か

な学問・技術の創出を図るべきであるとの気運が高

まって参りました｡これに対応して欧米における｢工

学アカデミー」のような機構を我が国においても設

立すべきであるとする動きも醸成され，政界。学界

において二，三の試案が公表されるに至りました。

「工学アカデミー」に関するこれらの試案はいず

れも官主導型の機構でありましたが，我が国におい

ては学界や業界の意向が十分に反映され得る民主導

型の機構が望ましいという観点から，昭和58年11月

に有志が集まり「工学・技術振興懇談会」を発足さ

せ，数多くの会合を重ねて工学アカデミーの設立に

関して審議を行いました。さらに昭和60年10月には，

この懇談会を発展させて「日本工学アカデミー設立

企画委員会」を発足し本格的に準備に入りました。

この委員会で再び討議検討の結果，大学．民間．

官界等において工学の研究．技術開発．産業の振興

等に著しく貢献した広範かつ優れた見識を持つ指導

的立場の人々が，自己の所属する組織を離れ，あく

まで個人としての立場で相集い，当面会員の会費の

みで運営する「工学アカデミー」を設立することが

望ましいということになりました。

このような背景と経緯のもとに今回漸く「日本工

学アカデミー」が発足することになったのでありま

すＯ本会は設立の目的を踏まえて，「創造的な研究

開発の推進」．「基礎研究の強力な展開」．「工学およ

び技術の分野における国際交流」を活動の柱として

種々の調査・審議を行い，必要に応じて官界．産業

界．学界に対して提言を行って行くつもりでありま

す。これらの活動を進めるに当りまして会員をはじ

め関連各界の方々の御協力，御支援を切に希望する

ところであります。

日本工学アカデミー設立に関する背景・経緯等の概略

1．昭和５３年：江崎玲於奈博士が来日し，「工学

学士院」構想を政府・国会・学術会議等の各分野

に提唱◎

2．昭和５５年末：大平総理の政策研究会が「創造

科学技術推進について」の要望を中川科学技術庁

長官に提出。

経団連・技術同友会が連名で創造的技術開発の

－１－

推進について見解を発表

３，昭和５５年：日本学術会議においても日本工学

アカデミーの如き機構の新設を目的とし「工学技

術振興の方途を早急に講ずること」を総理大臣に

要望。

4．昭和５６年３月：江崎博士と中山前総務長官が

協議の上まとめたとされる「日本工学アカデミー



事業計画の大要

３）我が国の縦割り型行政による弊害の打破

４）境界・学際分野における基礎研究の推進等

５）国際交流に関する諸問題

６）日本学術会議等との関係

７）その他具体的な活動に関する案

7．昭和６０年１０月２日：日本工学アカデミー設

立第１回企画委員会発足。

第１１回及び第１２回懇談会において１０名の

幹事を定め，幹事と企画グループより構成される

企画委員会を設置し，学界・業界の意向が十分反

映される民主導型の機構であるという観点に立っ

て，日本工学アカデミー設立へ向けて検討するこ

とになった。
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法案」大綱（中山試案）次いで９月自民科学技術

連絡会議がまとめた「日本工学アカデミー法案」

（橋口試案）がそれぞれ公表された。

5．昭和５８年１１月：１７名の有志が集まり「工

学・技術振興懇談会」を発足させて、６０年９月

までの間に１２回の会合が持たれ，工学アカデミ

ーに関しての審議が行われた。この間に科学技術

と経済の会・技術同友会と懇談を持った。

６．工学・技術振興懇談会において討議された主な

事項

１）「日本工学アカデミー」が他の類似の機関に

対して持つ特徴

２)組織・形態(民間機構であることに意見一致）

・規模・基金・活動費等

1．創造的な研究開発の推進

各省庁において創造的科学技術の振興，工学及

び技術基盤の強化に関して実施されている諸施策

に対して，研究者としての独自の立場から意見の

具申，新政策の提言などを行なう。

2．基礎的研究推進のための環境の整備

工学の分野においては物理学・化学・生物学等

との関連が深まり，産業技術においてもこれら諸

科学の融合した新しい技術分野が出現し，産業構

造の革新が進みつつある。こうした産業革新の基

盤の形成には産学官の協力が必要であり，これら

に関する事業として，基礎科学融合のための研究

者への支援，基礎科学知識の産業分野への移転

迅速化のための体制整備などを行なう。

3．工学及び技術の分野における国際交流

世界の社会。経済発展のための共通の工学基盤

が求められるようになった。特にアメリカ合衆国

は世界の指導国家として産業革新によって種々の

危機を乗切ろうとしている。本会は欧米をはじめ

各国の同種の諸機関と活発な情報の交換，共通の

重要課題についての調査研究，共同提案等を行なうｃ

4．昭和６２年度の事業計画

上に述べた諸事業を推進するに当り，昭和６２

年度においては全会員の定例会合（３回），理事

会（８回）などの他に委員会，部会を設置して活

動を行なう。

（ｉ）委員会科学技術政策について政府との

情報交流をはじめ，工学および技術の動向

把握,政策の提案などのため｢政策委員会」

を置き調査審議を行なう。また海外の関連

機関との交流および情報交換のため「国際

委員会」を置き活動を開始する。

（、）専門部会日本学術会議及び諸学界，諸産

業団体等との情報交流及び本会の事業推進

のため，先ず「材料」・「情報」・「バイオ」

の３分野について各々専門部会を設けて活

動する。

委員会及び専門部会は会員ならびに特に

お願いした多くの専門委員で構成すること

とし，必要に応じて専門委員会・小委員会

等を設けることとする。

《
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昭和６２年４月１６日（木）１７時より日本工業

倶楽部において，日本工学アカデミー設立総会が開

催された。設立世話人代表小林宏治氏の呼びかけに

よる当日までの入会会員数417名(内発起人180名）

のうち総会出席者は234名を数えた。

まず，経緯・設立趣旨・会則・事業大綱の説明が

あり，役員選任の議事が提案され，満場一致で会長

以下の役員が決定された。

別掲の小林宏治会長の就任挨拶の後，会長を議長

として，昭和６２年度事業計画案，および予算案の

審議に入り，いずれも満場一致で承認された。

引続き１８時より１９時３０分まで，日本工学ア

カデミー設立懇親会が開催された。小林会長挨拶の

後，日本学術会議会長近藤次郎氏，日本工学会会長

伊木正二氏の祝辞（いずれも別掲）があった。また

海外からは遠路はるばる王立スウェーデン工学アカ

デミー会長ハンス．Ｇ・フォルスベリー博士ならび

に米国工学アカデミー元会長ロパート.Ｃ・シーマ

ンス・ジュニア博士（ＭＩＴ教授）が参加され，祝
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辞ならびにメッセージを頂いた。このほか，世界工

学アカデミー評議会からもメッセージを頂いた。続

いて連合王国工学アカデミー会長，ならびに三林弥

太郎科学技術庁長官よりの祝電の披露があった。

主要学協会会長並びに官界関係者代表５１名，そ

の他報道関係者を含めて約300名がなごやかに懇談

を行い，日本工学アカデミーの発展を願いつつ１９

時３０分散会した。

石
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副
会
長

小
林
会
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小林会長挨拶（設立総会）

ていきたいと思います。

本会設立の趣旨等につきましては，先ほどお話が

ありましたとおりでございますので，ぜひご理解を

賜りたいと思います。

本会の設立については非常に長いこと，じくじく

としていた問題でございます。からつとはしていな

いかも知れませんが，ようやく天気晴朗なりという

段階に入ってきたのではないかと思います。

どうか今後，日本工学アカデミーを皆さんの手で

お育てしていただきますようお願いして，簡単では

ございますが私のごあいさつに代えさせていただき

ます。

ただ今，世話人の方からご説明がありましたよう

に，本日，永年の懸案でありました日本工学アカデ

ミーを発足させることができ，心からお祝いを申し

あげます。

それで，これはまったく言葉どおりはからずも，

本アカデミーの初代会長をおおせつかったわけでご

ざいます。本当は，とてもその任ではないから勘弁

してもらいたいと言いたいところだったのですが，

こういうときにはこれをお引き受けするのが，やは

りこの会の発展を図るゆえんでもあると考え，心臓

強〈お引き受けいたしたわけでございます。ご関係

の皆さんのご協力をいただき，この会を早く軌道に

乗せるべく，微力ではありますけれども，お尽しし
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日本工学アカデミーの発足を祝って
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とは内外からともに強く望まれておりました。今回

の工学アカデミーの発足は，このような要望に充分

応えることができるものと思います。

現在，我が国は産業の転換期を迎えております。

このような時に当たり広く各方面の頭脳を結集し，

２１世紀に向けて工学の在り方を考えることは産官

学のすべてにとって極めて大切なことと思います。

この工学アカデミーが多くの会員の知恵を集めて

将来に向けての展望を内外に表明されることを期待

してやみません。

終わりに，アカデミーの発足まで努力を尽された

諸氏の労を多とし，各位のますますのご発展を祈り

ます。

日本学術会議会長

近藤次郎

日本工学アカデミーの発足に当たって，日本学術

会議を代表してお祝いを申し上げます。

近年，日本の経済発展の基礎となった工学の分野

には産業界，官界，学界に独創性に富んだ多くの技

術者，研究者がおられます。しかしながら，従来で

は専門を超えて議論する共通の場が十分ではありま

せんでした。その上，日本の工学者を結集して海外

と対応するに足りる組織がなく，その窓口を開くこ

私も日本工学アカデミーの発起人の一員に名を連

ねておりますが，本日は日本工学会々長という立場

でこ蚤に立たせて戴いております。

十数年前から類似したような計画がありながらい

ろいろな事‘情で断ち消えになっていたものが日本工

学アカデミーとして漸く今日設立されることになり，

その準備に当られた幹事の皆様のご苦労に対し深い

敬意を表するものであります。

㈱日本工学会は明治１２年にわが国で最も古い学

会として創立されましたが，現在は６３の工学系学

協会が加盟している連合体になっておりますので，

それらの学協会を代表して一言ご挨拶申上げます。

先頃日本工学アカデミー設立準備のことが，突然

新聞に発表されましてから，日本工学会加盟の学協

会の方々から，日本工学アカデミーと日本工学会と

の関係はどうなるのかという問合せが度々ありまし

た。

日本工学会会長

日本工学会はこれまで各学協会の協力のもとに，

工学及び技術の発展の為，種々の事業を行っており

ます。またＷＦＥＯ（世界工学団体連盟）FEISEAP

（東南アジア・太平洋工学連合）等の国際機関に

おいて重要な役割を果して来ております。日本工学

アカデミーの設立の趣旨，事業内容にも日本工学会

と共通の目的をもつものが多くあります。日本工学

アカデミーは個人会員の組織であるのに対し，日本

工学会は学協会が会員になっておりますので，学協

会への連絡は極めて緊密にいっております。

日本工学アカデミーと日本工学会との関係は細部

についてはいろいろ問題もありました。今後，日本

の工学及び技術の発展のためには日本工学会として

も日本工学アカデミーの事業活動に出来るだけ協力

して，一層活性化を画っていかなければならないと

考えておりますのでよろしくお願い致します。

産むは易<育てるのは難しといわれますように，

これからの日本工学アカデミーの運営には多くの難

問があろうかと存じますが，これを乗越えて発展さ

れますよう祈念しております。

簡単でございますが，一言ご挨拶申上げました。

伊木正二
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小林会長挨拶（懇親会）

本日は御多忙中のところを当日本工学アカデミー

の発足に当り，御参集賜り厚く御礼申し上げます。

既に御案内の様に，我が国の今後の平和的発展の

ためには，先見性，創造性豊かな工学・技術の基盤

の確立，拡大強化を図ることが極めて重要でありま

す。

我が国は応用技術，生産技術の面では革新的な貢

献を為して来ましたが，基礎的分野に於てその寄与

は比較的少なかったと言われております。このため，

政府においても諸施策の実施を進めておられますが，

国際的見地から見て，より整合性を求められて来ま

した。

そして，昭和５６年頃から官主導型で日本工学ア

カデミーを設立する動きがございましたが，当面は

民間主導型の任意団体で運営して行こうという方向

に向うことになりました。

また，数年前に米国の工学アカデミーから，日本

のファインセラミックスの技術開発動向を調査した

いから，日本の工学アカデミーのような方々とお会

いしたいというお話しが私のところにまいりまして，

困ったことがございました。その時には民間として

対応することになり，工業技術院や通産省の方々に

はオブザーバーとして参加して戴きました。このよ

うなこともありまして，私はこうした国際交流にき

ちんと対応するためにも，個人会員を主体とした工

学アカデミーを作るべきであると思っておりましたｃ

この度，そのようなことから大学・民間・官公庁

において，工学の研究．技術開発・産業の振興等に

著しく貢献した広範かつ優れた見識を持つ指導的立

場の人々が集い，発起人を含め４１７名で発足し，

ここに日本工学アカデミーが設立される運びとなり

ました。

この日本工学アカデミーの会員は，自己の所属す

る組織を離れて，あくまでも個人としての立場から

国際的視野に立って，我が国独自の創造‘性ある工学

技術を作り出すこととそのための基盤の推進をはか

りたいと思います。「創造的な研究開発の推進｣．

－５－

会

富本工学期褐創立披露懇親会

「基礎研究に関するニーズの把握」・「工学及び技術

の分野における国際交流」の三つを活動の柱として，

調査・審議を行ない必要により官界・業界・学界に

対して提言を行なって行こうとするものであります。

このアカデミーが今後活動を進めるに当りまして

は，日本学術会議・日本工学会を始め，その他学術

団体の活動と相互に補完しつつ，広く協力・協調を

はかって我が国の工学・技術の基礎確立，拡大発展

のために寄与して行かなくてはならないものと存じ

ます。そのために，どうか皆様お一人一人の御協力

を頂きたく，切にお願い申し上げる次第でありますｃ

また，このアカデミーは広く欧米の工学アカデミ

ーとも国際交流を進めることになっており，スウェ

ーデン，米国など６ケ国のアカデミーからこのアカ

デミーに対し，既に連絡を受けております。

本日は，王立スウェーデン工学アカデミー会長並

びに米国工学アカデミー元会長にも御臨席を頂いて

おります。ご紹介傍々併せてお礼申し上げます。

どうぞ、この後，お時間の許す限りこのアカデミー

の今後の発展のために大いにご歓談下されば幸いで

あります。

どうも有難うございました。
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日本工学アカデミー様

日本工学アカデミーの創立を，心からお喜び申しあげますｃ
国務大臣科学技術庁長官
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①世界工学アカデミー評議会のメッセージ

②王立スウェーデン工学アカデミーのメッセージ

③アメリカ工学アカデミーのメッセージ
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日本工学アカデミー会則

－７－

１．総則

１）（名称）

本会は，日本工学アカデミーと称する。

２）（事務所）

本会は事務所を東京に置く。

３）（地方支部・専門部会および委員会）

本会は理事会の議決を得て，支部・専門部会及び委員

会を設けることができる。

２．目的および事業

４）（目的）

本会は，広く学界，産業界及び国の機関等において，

工学及び技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し，

著しく貢献した広範な識見をもつ指導的人材によって結

成され，我が国独自の創造性豊かな工学及び技術の創出

とその推進を図ることを目的とする。

５）（事業）

本会は前条の目的を達成する為，次の事柄に関連する

事業を行なう。

ｉ）創造的革新技術の萌芽の探索，評価等により，先見性，

創造性のある基礎研究の推進。

iji）社会，産業界，学界が工学及び技術に関する分野で直

面している具体的問題の把握とその解決。

ｉｉ）工学及び技術の分野における国際交流。

ｉｙ）その他本会の目的を達する為に必要な事業。

3．会員および会費

６）（会員）

本会の会員は正会員および客員会員とする。

ｉ）正会員は次の事項の少なくとも一つに該当する日本国

籍を有する候補者の中から，推薦委員会の審査を経て

総会で選ばれる。

ａ）工学の研究及びその成果の実用化に関し，顕著な貢

献をした者。

なお，工学のみでなく，境界領域の学問分野はもと

より，関連ある社会科学・人文科学の分野をも含む。

ｂ）新しい技術分野における先駆的研究開発に顕著な成

果をあげた者。

ｃ）産業界において，先駆的又は極めて困難な事業を遂

行するに当たって，大きな成果をあげた指導的立場の

者。

ｄ）工学教育の分野において注目すべき貢献をした者。

五）客員会員は，日本国民以外の者で正会員の候補者の資

格を有する者の中から総会で選ばれる。

７）（会賛）

正会員は，総会において決定した会費を当該年度の開

始後３０日以内に支払わなければならない。

４．役員および顧問
８）（役員）

本会には，次の役員を置く。

１）理事３０名以内

内会長１名，副会長若干名

２）監事２名以内

９）（役員の選任）

役員は総会において正会員の中から選任する。

１０）（会長・副会長の選任）

会長・副会長は，理事の中から，総会において選任す

る。

１１）（会長）

会長は本会の事務を総理し，本会を代表する。

会長に事故あるときは，会長があらかじめ指名した順

序によって副会長がその職務を代行する。

１２）（理事）

理事は，理事会を組織し，本会則に定めるもののほか

本会の総会の権限に属せしめられた事項以外の事務を議

決し執行する。

１３）（役員の任期）

役員の任期は１年とする。但し，再任を妨げない。

１４）（顧問）

本会に顧問を会員の中から若干名を置くことができる。

顧問は，理事会の推薦を得て会長が委嘱する。

顧問は会長の諮問に応ずるほか，会長の求めに応じて

会議に出席し意見を述べることができる。

５，会議

１５）（総会）

総会は，正会員をもって構成し，会長が召集し，その

議長となる。

総会の召集にあたっては，少なくともその１４日以前

に会議に付議すべき事項等を通知しなければならない。

但し臨時総会を召集するときは，前項の通知期限を，５

日以前まで短縮することができる。

１６）（定足数）

総会は正会員の１０分の１以上が出席しなければ開く

ことができない。但し，付議すべき事項について予め意

思を表示した者は出席者とみなす。

１７）（総会議決）

総会の議事は出席者の過半数で決し，可否同数の場合

は議長が決する。

１８）（通常総会）

通常総会は，毎年１回会計年度終了後２ヶ月以内に会

長が召集する。

１９）（臨時総会）

臨時総会は，会長または監事が必要と認めたときはい

つでも召集することができる。また，正会員５０名以上

から予め会議の事項を示して総会の召集を請求された場

合には召集しなければならない。

２０）（理事会）

理事会は，随時会長が召集する。

理事会の議長は会長とする。

６，資産および会計

本会の決算は，会計年度終了後２ケ月以内に会長が作成し，

財産目録，事業報告書および収支決算書ならびに会員異動状

況書とともに，監事の意見をつけて，理事会の承認を得て，

総会に報告しなければならない。

本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日

に終る。

７．会則の変更ならびに解散

本会則の変更及び本会の解散をしようとするときは，理事

会および総会においてそれぞれ出席者の４分の３以上の賛成

を得なければならない。

８．付則

本会則の施行についての細則は，理事会の議決を得て別に

定める。

以上

《亭、

《
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会 小林宏治：日本電気㈱会長長

副会長 石川

川崎

中川

向坊

六郎：鹿島建設㈱会長

京市：日本合成ゴム㈱相談役

良一：日産自動車㈱技術顧問

隆：原子力委員会委員長代理（東京大学名誉教授）

事 伊藤富雄：大阪工業大学教授（大阪大学名誉教授）

石原智男：日本自動車研究所所長（東京大学名誉教授）

乾崇夫：玉川大学教授（東京大学名誉教授）

猪瀬博：学術情報センター所長（東京大学名誉教授）

今井兼一郎：日本大学講師

今泉常正：今泉事務所所長（東京大学名誉教授）

植之原道行：日本電気㈱副社長

内田盛也：帝人㈱理事

小堀鐸二：鹿島建設㈱副社長（京都大学名誉教授）

高村仁一：新日鉄㈱顧問（京都大学名誉教授）

平山博：早稲田大学教授

堀幸夫：東京大学教授

柳井久義：芝浦工業大学学長（東京大学名誉教授）

米田幸夫：東海大学教授（東京大学名誉教授）

蝉

《
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事 杉本正雄：国産技術振興会理事

橋口隆吉：東京大学名誉教授

監

６２年度日本工学アカデミー役員構成

計２Ｊ1名 (五十音順）

1987年８月１日

哩唾唾四四四画四画四四一画ｕ

編集後記

No.１

四画Ⅵ、垂､■､画､■四､園へｍ＝.□Ｆ_一Ｐ

Ｃ日本工学アカデミーニュース創刊号をお届けいた

します。

ｏ今回は「設立総会」の記事が主となりました。

「ニュース」が会員相互のきずなとして，また当

アカデミーへの理解とご支援を頂く手だてとして

役立つことを願っております。

ｏ本年度はあと２回,６３年度以降は季刊(年４回）

を予定しております。

ｏ当アカデミーにはまだ本来の事務局がなく，杉本

監事を中心に，今泉・内田・平山・堀各理事のご

協力を頂きました。

（広報担当：今井・乾）
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仮事務所：〒104東京都中央区銀座５－１２－８

（本州ピル４Ｆ）

日本工学アカデミー広報委員会

㈱高分子学会高分子同友会内

電話（03）543-1858


